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    絶     対

《 み 手 の な か で 》

斉 藤　 篤

　
「
絶
対
儲
か
る
か
ら
大
丈
夫
！
」
詐
欺
師
の

常
套
句
で
あ
る
。
改
め
て
「
絶
対
」
と
い
う
も

の
を
考
え
て
み
た
。
皆
分
か
っ
て
は
い
る
け
ど

今
の
と
こ
ろ
自
分
は
違
う
と
思
っ

て
い
る
、
例
外
な
く
人
間
は
死
ぬ

と
い
う
こ
と
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
自
身

40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
人
生
の
後
半

を
意
識
し
始
め
た
こ
と
を
自
覚
す

る
。
ま
ず
、
朝
目
が
覚
め
る
と
今

日
も
生
き
て
い
た
と
思
う
。
連
れ

合
い
が
出
か
け
る
と
、
物
騒
な
世

の
中
で
も
あ
り
、
今
日
も
無
事
帰

っ
て
き
た
、
と
ひ
と
安
心
。
明

日
、
目
が
覚
め
る
・
無
事
帰
っ
て

く
る
保
証
は
な
い
の
で
あ
る
。
イ
チ
ロ
ー
の
毎

年
２
百
本
安
打
も
、
次
の
一
本
、
次
の
一
本
と

い
う
積
み
重
ね
の
は
ず
。

　
よ
く
生
き
る
こ
と
が
、
よ
く
死
ぬ
こ
と
で
は

な
い
か
。
よ
く
生
き
る
と
は
、
神
か
ら
頂
い
た

宿
題
を
粛
々
と
こ
な
す
、
こ
れ
に
尽
き
る
の
で

は
な
い
か
。
イ
チ
ロ
ー
で
す
ら
、
全
打
席
の
６

割
以
上
は
ヒ
ッ
ト
無
し
で
あ
る
。
人

間
が
完
璧
で
な
い
事
を
神
は
ご
存
じ

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
で
、
は
た
を

楽
に
す
る
こ
と
で
い
か
に
働
く
か
。

他
者
へ
の
笑
顔
・
挨
拶
ひ
と
つ
で
も

い
い
と
思
う
。

　
世
の
夫
た
ち
は
家
で
は
財
務
大
臣

の
手
の
ひ
ら
の
上
。
我
々
は
神
の
御

手
の
中
。
あ
る
人
は
「
死
だ
け
が
唯

一
の
本
当
の
締
め
切
り
で
あ
る
。
生

き
て
い
る
限
り
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が

未
だ
あ
る
」
と
。
神
の
決
め
る
「
絶

対
」
と
い
う
締
め
切
り
の
時
ま
で
、
ど
う
い
う

「
今
」
を
重
ね
て
い
け
る
か
。

  

　
　
　
　
　
　
（
大
森
ア
グ
ネ
ス
教
会
信
徒
）
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今週・来週 の 予 定

１０月３１日～１１月１３日

３１（日）聖霊降臨後第２３主日

１１月

　１（月）教区墓地礼拝

　２（火）教区墓地礼拝

　３（水・休） 第１１３（臨時）

教区会

　４（木）信仰と生活委員会・冊

子編集

　７（日）聖霊降臨後第２４主日

　８（月）分担金制度特別委員会

　９（火）銀座朝祷会

常置委員会

１０（水）聖職養成委員会

人権委員会

（聖バルナバ）

１１（木）エルサレム教区協働委

員会

信仰と生活：こども聖歌

１２（金）広報委員会

◇
11
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
の
た
め

▽
滝
乃
川
学
園
の
た
め
▽
障
害
者
週

間
の
た
め
（
７
日
～
13
日
）
▽
人
権

活
動
を
支
え
る
主
日
（
11
月
最
終
主

日 

11
・
28
）

　
▽
扉
開
け
し
者
～
ヘ
ボ
ン
が
見
た

明
治
～
　
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
主
催
。

日
本
の
医
学
、
語
学
、
信
仰
に
多
大

な
業
績
を
残
し
た
ヘ
ボ
ン
と
周
囲
の

人
々
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。
９
日

(

火)

19
時
、
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
聖
堂

で
。
入
場
無
料
。
照
会
℡
03 (

３
４
３

１)

８
５
３
４
・
主
催
教
会
。

　
▽
立
教
女
学
院
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ

ー
ト
　
13
日
（
土
）
14
時
、
同
院
聖

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
礼
拝
堂
。
小
・
中
・

高
・
短
大
の
各
聖
歌
隊
、
中
・
高
各

ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
演
奏
。

無
料
。
主
催
＆
照
会
℡
03
（
５
３
７

０
） 

３
０
３
８
・
同
院
キ
リ
ス
ト
教

セ
ン
タ
ー
（
月
・
火
・
木
・
金
）
。

　
▽ 

11
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
３
日
（
水
）
18
時

半
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
引
き
続
き
19

時
か
ら
。
演
奏
者
＝
佐
藤
礼
子
。
入

場
無
料 (

会
場
献
金)

。

　
▽
11
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト  

＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
12
日

(

金)

、
佐
藤
礼
子
　
＊
聖
テ
モ
テ
＝

16
日(

火)

、
湯
口
依
子
　
＊
神
田
キ

リ
ス
ト
＝
17
日(

水)

、
長
谷
川
美
保

各
々
12
時
20
分
か
ら
30
分
程
度
、
入

場
無
料
。

◇
秋
の
バ
ザ
ー
（
５
）

▽
11
月
７
日
＝
清
瀬
聖
母
（
11
時
半

～
14
時
）
　
▽
13
日
＝
茨
十
字 (

11

時
～
14
時
半
・
葛
飾
学
園
バ
ザ
ー
に

出
店)

　
▽
14
日
＝
聖
愛
（
12
時
半
～

15
時
）

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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◇ 
第
１
１
３
（
臨
時
）
教
区
会
開
催

　
来
る
11
月
３
日
（
水
・
休
）
９
時

か
ら
17
時
、
教
区
会
議
長
・
廣
田
勝

一
管
理
主
教
に
よ
る
招
集
、
教
役
者
議

員
・
各
教
会
信
徒
代
議
員
の
出
席
で
、

東
京
教
区
主
教
選
出
の
た
め
の
教
区
会

（
第
２
回
）
が
開
催
さ
れ
る
。
開
会
聖

餐
式
・
議
場
は
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖

堂
。
書
記
に
は
中
川
英
樹
司
祭
と
菅
原

裕
治
司
祭
が
当
た
る
。

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
10
月
14
日
）

＊
聖
書
の
分
か
ち
合
い
。

＊
宣
教
主
事
、
各
委
員
会
・
教
会
グ

ル
ー
プ
等
の
報
告
。

＊
冊
子
『
「
裸
足
の
宣
教
」
の
継
続

を
』(

仮
題)

作
成
の
進
捗
報
告
と
協

議
。
降
誕
日
の
発
行
を
目
指
す
。

＊
協
力
支
援
金
申
請
の
承
認
（
外
濠

Ｇ
「
み
ん
な
で
つ
く
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」)

。

＊
正
義
と
平
和
協
議
会
運
営
委
員
会

に
派
遣
す
る
連
絡
員
の
選
定
に
つ
い

て(

継
続)

。

＊
２
０
１
１
年
活
動
計
画
の
決
定
。

＊
そ
の
他
　

　
▽ 

三
光
教
会
礼
拝
堂
感
謝
と
記
念

の
ミ
サ
　
去
る
17
日
の
聖
別
・
献
堂

の
ミ
サ
に
続
き
11
月
６
日
（
土
）
13

時
か
ら
、
同
教
会
ゆ
か
り
の
教
役

者
、
祈
り
に
憶
え
て
き
た
方
々
と
と

も
に
。
参
加
歓
迎
。
照
会
℡
03 (

３

７
８
１)

２
５
５
４
・
同
教
会
。

　
▽
東
京
聖
十
字
教
会
「
午
後
の
映

画
会
」
　
11
月
７
日(
日)

13
時
か
ら

『
ブ
ラ
ザ
ー
サ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ム
ー

ン
』
を
上
映
。
無
料
。
照
会
℡
03

(

３
４
２
２)

１
０
３
７
・
同
教
会
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
　
　
　 

清
瀬
聖
母
教
会

　
当
教
会
で
は
最
近
、
子
ど
も
が
次

つ
ぎ
と
誕
生
し
、
聖
堂
に
は
乳
幼
児

の
笑
い
声
や
泣
き
声
が
響
い
て
い
ま

す
。
日
曜
学
校
で
は
ギ
タ
ー
を
使
っ

て
の
歌
や
祈
り
、
紙
芝
居
や
絵
本
、

物
語
の
朗
読
、
お
話
の
語
り
、
折
り

紙
の
会
な
ど
と
、
担
当
者
が
工
夫
を

こ
ら
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
と
思
う
の
は
、
日
曜

学
校
に
子
ど
も
と
ご
両
親
だ
け
で
な

く
、
お
年
寄
り
や
壮
年
の
方
な
ど
、

様
々
な
世
代
の
方
々
が
参
加
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
で
す
。
互
い
に
教
え
あ

う
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
。
神
様
が
御

手
を
伸
ば
し
て
私
達
を
抱
き
、
生
徒

(

信
徒)

一
人
ひ
と
り
を
、
ゆ
っ
く
り

と
育
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
日
々
祈

り
願
っ
て
い
ま
す
。   

（
大
和
孝
明
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
64

　
２
０
１
０
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
感
謝
と
報
告

　
遅
い
準
備
の
開
始
、
そ
れ
に
加
え

て
の
記
録
的
な
酷
暑
の
な
か
、
実
行

委
員
や
各
教
会
の
連
絡
員
の
皆
さ
ん

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
、
日

本
聖
公
会
宣
教
１
５
０
年
目
か
ら
の

新
た
な
年
の
一
歩
と
９
月
末
退
任
さ

れ
た
植
田
仁
太
郎
教
区
主
教
の
10
年

の
お
働
き
へ
の
感
謝
を
込
め
た
礼
拝

と
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
、
９
月
20
日

(

月
・
休
日
）
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
日
の
会
場
、
立
教
女
学
院
聖
マ

リ
ア
礼
拝
堂
で
捧
げ
た
合
同
礼
拝
で

は
、
植
田
主
教
の
司
式
と
首
座
主
教

植
松
誠
北
海
道
教
区
主
教
を
説
教
者

に
迎
え
て
、
約
８
百
名
の
方
々
と
と

も
に
、
聖
餐
に
与
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
礼
拝
後

の
校
庭
で
は
、
各
教
会
・
団
体
に
よ

る
出
店
・
出
展
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ

物
や
手
芸
品
、
そ
し
て
各
種
団
体
の

紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
の
交
わ
り
に
加
え

て
、
「
３
分
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
多
く
の
皆
さ

ま
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
献
金
額
は
、
63
万
５
４
５

円
で
、
「
ア
ハ
リ
ー
・
ア
ラ
ブ
病
院

(

エ
ル
サ
レ
ム
教
区)

」
と
「
社
会
福

祉
法
人
ひ
か
り
の
子
」
の
保
育
活
動

支
援
の
た
め
に
献
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
献
米
は
97
㎏
、
そ
し
て
カ

ー
ド
類
（
お
米
券
８
㎏
、
諸
カ
ー
ド

１
万
５
千
４
百
円
）
の
力
強
い
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
渋
谷
、
浅
草
で
の

給
食
活
動
に
献
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
植
松
誠
主
教
が
説
教
の
中
で
、
ご

自
身
の
牧
会
経
験
の
い
く
つ
か
を
紹

介
さ
れ
て
、
「
…
順
境
の
時
も
、
逆

境
の
時
も
、
日
々
の
小
さ
な
信
仰
の

営
み
を
忠
実
に
続
け
て
い
く
、
そ
の

こ
と
を
大
切
に
…
」
と
い
う
言
葉

が
、
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
掲

げ
ら
れ
た
、
心
と
思
い
を
一
つ
に
し

て
祈
り
、
感
謝
し
、
交
わ
り
を
深
め

る
た
め
に
「
集
ま
れ
！
」
と
、
呼
び

か
け
た
思
い
へ
の
励
ま
し
の
よ
う
に

響
き
ま
す
。

　
新
た
な
「
こ
ぎ
出
せ
、
沖
へ
」
の

宣
教
の
歩
み
を
と
も
に
し
て
、
次
へ

の
宣
教
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　 

司
祭
　
田  

光  

信  

幸

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


